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8月の消費者物価指数(総合)は前年比+1.7％（市場予想+1.8％）

食料品とエネルギーを除くコア指数は前年比+2.4％（同+2.3％）。総

合指数はエネルギーが押下げ要因となっているものの、コア指数は市場予想

を上回る強い伸びとなった。

内訳をみると商品価格が前年比+0.8％、サービス価格が前年比+2.9％

とそれぞれ伸びを拡大した。中古車（前月比+1.1％）医療費（同＋

0.9％）が上昇を牽引した。

今回のインフレ率の拡大には一時的要因も強いが、米国CPIの基調として

はコア指数の伸びが2％を上回る安定した軌道に乗っているといえる。

FRBの9月利下げはほぼ確実視されるが、現状の物価面から利下げの必

要性は指摘しづらい。先行きの利下げ見通しを見極めるうえで、今後のイン

フレ動向に引き続き注目。
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【消費者物価指数の推移(前年比)】

【消費者物価指数の内訳】

【出所】米労働省、Bloomberg、Haver Analytics
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【消費者物価指数の項目別寄与度】


